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Ａ．降水の状況の概要図 

 

 

Ｂ．主な地点のデータ（国際気象通信網で通報された地上気象観測報から） 

国 地点名 期間 
期間 

総降水量（mm） 

日降水量の 

期間最大(mm) 

ベトナム 
クイニョン 11/15-11/23  892 418 

ニャチャン 11/15-11/21  537 172 

タイ 

ナラティワート 11/19-11/28 1564 624 

パタニ 11/18-11/28 1510 338 

ハジャイ国際空港 11/19-11/26 1282 370 

マレーシア 
コタバル 11/19-11/25 1188 486 

クアラルンプール 11/20-11/28  374 128 

インドネシア 
ロークスマウェ 11/19-11/27  931 311 

バンダアチェ 11/21-11/27  290 147 

スリランカ 
バブニヤ 11/22-11/28  797 356 

トリンコマリー 11/20-11/27  583 236 
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Ｃ．大雨の背景となった大気・海洋の状況の概念図とその解説 

   ※ 異常気象分析検討会の協力を得て作成 

 
 

※ インド洋ダイポールモードインデックスの経年変化 

 
※ インド洋ダイポールモードインデックスは、インド洋西部（東経 50～70 度、南緯 10 度～

北緯 10 度）平均の海面水温基準値からの差から東部（東経 90～110 度、南緯 10 度～赤

道）平均の海面水温基準値からの差を引いたもの。計算方法の詳細は、次の URL 参照。 

https://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/climate/iod/iod_data.html 

※ ３か月平均値が３か月連続で＋0.4 以上となった場合を正のインド洋ダイポールモード現

象、－0.4 以下となった場合を負のインド洋ダイポールモード現象と呼ぶ。 

※ 上図の値は、各年の３か月(9～11 月)平均値。 
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Ｄ．気象衛星ひまわり画像（各国で降水量が多かった日、いずれも 00UTC） 

（１）ベトナム（11/18） 

 

（２）タイ、マレーシア（11/22） 

 

（３）インドネシア（11/25） 

 

（４）スリランカ（11/27） 

 

 

Ｅ．サイクロンの経路図（熱帯低気圧 RSMCニューデリーセンターの熱帯低気

圧位置情報から作成） 

（１）センヤール 

 

（２）ディトワ 

 

※ ２つのサイクロンともに、移動速度が遅かったのが特徴的だった。 

  


